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　　　　　　　　　　　　　　　　　　Summary
　　Kentucky　Bluegrass（Poa　pratensis　L．）was　cllltured　in‘‘Decor　pots”in　a　greenhouse
for　120　days．　Treatment　with　250　ml　per　pot　of　O。1％‘‘Jorakぜ’，rare　earth　elements（REEs）
solution　was　applied　through　the　bottom　of　the　pot　four　times　during　the　experiment
（equivalent　to　8　kg　ha－1）。
　　The　following　results　are　obtained：
　　1）　The　application　of　O．1％‘‘Joraku”solution　increased　the　height　and　the　fresh
weight　of　the　grass　by　43％and　143％，　respectively，　than　water　contro1．
　　2）　Each　of　the丘rst（12　day　intervals）and　the　second（14　day　intervals）treatments
gave　significant　effect　on　the　groWth．　The　effectiveness　of‘‘Joraku”solution　appeared　by　10
and　20　days　in　the丘rst　and　the　second　treatments，　respectively．
　　3）　The　sohltion　was　effective　to　plallts　for　6　and　4　weeks　in　the　height，　and　3　and　l
weeks　in　the　fresh　weight　in　the　first　and　the　second　treatments，　respectively．
1．ま　え　が　き
　人類が21世紀に遭遇する重要課題として，人口爆発，環境破壊，資源の枯渇などがあげら．れ，
農学にその解決の期待がよせられている。現在の農業は，化石燃料の利用・開発，化学肥料およ
び農薬の進歩に負うところが大であった。しかし，これらの多用は環境破壊につながり，その欠
陥の克服のために環境保全型，低投入持続型農業による増産技術の開発が図られている。
　このような増産技術の一つに中国生まれの，いわゆる「希土農業」1）がある。希土類元素は，
周期表皿族に属する17元素の総称2）で，これらの混合物を肥料用に硝酸混合物として製品化した
ものを「常薬」と称し，この使用により農作物を増収させる栽培法を「希土農業」という。
　希土類元素の有用資源化に関する実験は，産出国である中国では過去20年にわたり種々の作
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物で実施され，その施用効果も認められている。しかし，希土類元素の非資源国であるわが国で
の実験は非常に少ない。
　工藤は前々報3）および前報4）において，これまでに供試された12種の野菜類のうちで施用効果
がみられたものの一部であるホウレンソウおよびコールラビーに対する「常薬」の施用効果につ
いて報告した。本研究では，上記野菜同様に禾本科の西洋芝でもその効果がみられるか否かを検
討するために，温室内においてケンタッキーブルーグラス（Poa　Pratensis　L．）を底面灌水用デ
コールポットを用いて栽培し，「常楽」液を根から吸収（底面灌水）させて好結果を得たので，
ここに報告する。
2．実験材料および方法
　供試草種は西洋芝のケンタッキーブルーグラス（株トーホク：以下，単にKBGと略称）で，
底面灌水用デコールポット（アップルウェアー製：表面積123cm2，0．8　1入）へ育苗用ナプラ養
土（ヤンマー製：pH　6～6．5，　N50　mg以上〃，　P500　mg以上〃，　K100　mg〃）を300　gずつ充填
し，無肥料で1998年12月17日および18日に播種（播種量0．3g／ポット），これをもって2反復（各
反復とも5鉢ずつ使用）とし，水道水を300　mlずつ底面吸水口より与えた。
　区の構成は「常薬」0．1％区および対照区（無施用）からなり，1回目の処理は0。1％液を98年
12月25日と99年1月6日（12日間隔）に，250　mlずつ（対照区は水道水を同量）吸水，2回目
の処理は2月26日と3月12日（14日間隔）に，1回目の処理同様に吸水（計4回）させ，それ
以外は随時灌水しながら温室で120日間栽培した。なお発芽は，12月17日播種が12月24日および
18日播種が同25日で，最初の処理では17日播種は発芽1日後，18日播種は発芽当日の処理とな
った。
　調査は，草丈（10個体／鉢）については発芽15日後の99年1月9日よりほぼ1週間の間隔で15
回および生草重（鉢の上辺部で刈取り）については隔週おきに7回（最終回のみ2週間隔）行
った。
3．結果および考察
　両反復各区とも発芽所要日数は7日であった。
　第1図は，生育期間中における草丈の伸長状況の推移を示したものである（写真1）。これに
よると，2月6日を前後に2つの生育相に分けられる。前半は1回目（12月25日および1月6
日）および後半は2回目（2月26日および3月12日）の処理効果によるもので，その有効期間
は区間有意差のみられた調査日から推定すると，1回目の処理では4週間，2回目の処理では2
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第1図　調査時における草丈の推移
　　　注1＊，＊＊はt検定による有意水準5および1％を示す。
　　　注2　↓印は処理時期を示す。
週間であった。なお，棒グラフにみられるほぼ隔週ごとの高低は，この間に刈り取りが行われた
ことを示している。第1図に示した15回の調査のうち，10回の調査（1月9日，16月，22日，
30日，2月6日，11日，3月20日，27日，4月2日および16日）で，平均値間のt検定（有意水
準5％および1％）によると，対照および0．1％区間に有意差がみられた（以下，単に区間有意
差云々と略記）。しかし，これら以外の5回の調査では区間有意差がみられなかった。なお，区
間有意差のみられた調査日の平均値を比較すると0．1％区および対照区の草丈はそれぞれ8．7cm
および6．1cmで，0．1％区の伸長量は対照区よりも43％増となった。
　第2図は，生育期間中における生草重の推移を示したものである。これによると，草丈同様
2月11日を前後に2つの生育相に分けられる。前半は1回目および後半は2回目の処理効果に
よるもので，その有効期間は区間有意差のみられた調査日から推定すると，1回目の処理では4
週間および2回目の処理では3週間であった。本図の7回の調査のうち，4回の調査（1月16日，
30日，2月11日および3月27日）で区間有意差がみられた。有意差のみられた調査日から推定
すると，処理効果の発現までには10～20日間ほど要すると言える。また，区間有意差のみられ
た調査日の平均値を比較すると0．1％区および対照区の生草重はそれぞれ2．5gおよび1．05　gで，
0．1％区は対照区よりも143％増となった。
　なお，0，1％区および対照区の草丈と生草重間には，それぞれY＝1．19＋0．35x（r＝0，95＊＊）お
よびY＝1．49＋0．37x（r＝0，98＊＊）の回帰方程式が得られ，両老間には高い相関関係のあること
がみられた。
注）＊＊印は有意水準1％を示す。
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写真1　ケソタッキーブルーグラスの1999年2月11日（上：区間有意差有）および3月27日（下：同無）
　　　における草姿（左右の各10ポットは右から各々12月17日および18日の播種期で，0．1は「常楽」
　　　0．1％処理区，Conf．は無処理対照区を示す）
　Peverillら5）は，ペレニアルライグラス（12～30個体／ポット）を用いた温室のポット試験に
おいて，ラソタン化合物の0．5～1mg〃（50～100　g×2／10a）濃度の施用が乾物重を22～78％増
加させたと報告している4）。本報の0，1％液250　ml／ポット（ほぼ123　cm2）の2回（計4回）の
施用（200g×4／10a）は，区間有意差のあった調査日の4回の平均値から換算すると，「常楽」
処理により生草重が143％増したことになる。
　KGBの隔週の刈取でその効果が認められたのは，生育期間の短い野菜のホウレソソウ3）やコ
ールラビー4）に施用効果がみられたのと同様，芝草の場合も刈り取り（生育）期間が短かったこ
と，すなわち頻繁な刈り取りが「常楽」の効果を引き出す一因とも推定されるので，長期栽培に
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　　第2図調査時における生草重の推移
　　　　　注　＊，＊＊はt検定による有意水準5および1％を示す。
よる効果確認の実験も必要と思われる。
　また，今回の底面灌水法が効果的であったといっても，実際の草地でのこのような処理法は実
施不可能であろう。したがって，実用的施用法についてはさらに検討する必要がある。
要 約
　「常薬」0．1％液の12～14日おき，計4回（8009／10a）の底面灌水法はKBGの草丈および生
草重に対しその施用効果を示したが，これらを要約すると以下の通りである。
　1．KBGに対する0．1％液の処理は，草丈（区間有意差のみられた10回の平均値の比較）およ
び生草重（同4回の平均値の比較）を対照区よりもそれぞれ43％および143％増加させた。
　2．区間有意差のみられた生草重の，施用後効果発現までの日数は，1回目および2回目の処
理では各々ほぼ10日および20日間であった。
　3．区間有意差のみられた1回目の処理（12日間隔）および2回目の処理（14日間隔）によ
る有効期間は，草丈では各々6週間および4週間，また生草重では各々ほぼ3週間および1週
間であった。
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